
〈東京国立近代美術館 第９回 教職員鑑賞プログラム〉

「生誕120年 小野竹喬展」先生のための鑑賞講座

■日 時 2010年3月5日（金）
講演＝18：00～19：00（17：45開場） 当日先着150名
展覧会観覧＝16：00～20：00（入館は19：30まで）

■会 場 東京国立近代美術館（美術館本館） 東京メトロ東西線 竹橋駅１ｂ出口より徒歩3分

■講 演 「小野竹喬展のみどころ」 鶴見香織（当館主任研究員）

「平成22年度の教育普及プログラムについて」 一條彰子（当館主任研究員）

■対 象 小・中・高校の教員および職員

■参加費 無料（事前申込が必要です）

■申込方法 裏面申込用紙にご記入のうえ、ファックスにてお申込みください（1通につき1名）

■申込締切 2010年３月３日(水)
※当日は申込用紙兼参加証と身分証明書（学校教職員であることを証明する書類等）を必ずお

持ちください。

※申込みの際にご提供いただいた個人情報は、本プログラムに関する連絡以外には使用しません。

■主 催 東京国立近代美術館、毎日新聞社、NHK、NHKプロモーション

申込み・お問合せ

東京国立近代美術館 教育普及室

ファックス：０３－３２１４－２５７６

Eメール： school@momat.go.jp

電話：０３－３２１４－２６０５

(受付時間 月～金 10：00～17：00)

講 演 ＋ 展 覧 会 観 覧

「生誕120年 小野竹喬展」(3月2日～4月11日)にあ
お の ち っ き ょ う

わせ、学校の先生を、講演と展覧会にご招待します。

小野竹喬(1889‐1979)は、日本の自然の美しさを

一貫して描き続けてきた日本画家です。芭蕉の「お

くのほそ道」句集を題名にしたシリーズを制作する

など、言葉とイメージの結びつきを大切にした作家

でもあります。美しい日本の自然を、伝統的な日本

画の技法を用いて、簡明で調和のとれた構図と色彩

であらわした竹喬の作品は、児童生徒の鑑賞に適し

たものといえるでしょう。

当日は、展覧会の担当学芸員がみどころを解説し、

自由に展覧会をご覧いただけます。

学校・教職員向け情報メールのご案内

東京国立近代美術館が学校・教職員を対象に実施するプ
ログラムの情報を、メールでお知らせします
（不定期発行・年数回程度）。配信を希望される方
は、下記の登録ページよりご登録ください。

※学校・個人どちらのアドレスでも登録できます

http://www.momat.go.jp/mailmagazine/school.html

《奥の細道句抄絵 暑き日を海にいれたり最上川》
1976年 京都国立近代美術館蔵



東京国立近代美術館 教育普及室 宛

FAX→03-3214-2576

「小野竹喬展」先生のための鑑賞講座
3月5日(金) 講演＝18：00～19：00／展覧会観覧＝16：00～20：00

この用紙がそのまま参加証になります。当日必ずお持ちください。

◆申込から当日まで

（ふりがな）

お名前

（ふりがな）

学校名

所在地

〒 －

電話番号

ファックス

番 号

申込書を

ＦＡＸで送信

（1通につき1名）

東京国立近代美術館 教育普及室 TEL：03-3214-2605（月～金曜 10:00～17:00）

Eメール：school@momat.go.jp

申込み完了

当館から返信は

いたしません

当 日

この用紙と身分証明書

（教職員であることを証明する

書類等）をお持ちください

観覧券と引換

（16:00～19：30）

１階インフォメー
ションカウンター
にて

申込用紙／参加証


